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研究成果の概要（和文）： 
 
可換環に群スキーム G が作用するときに、G イデアルに各種の閉包操作を施して再び G イ
デアルになるか、という問題を考え、いくつかの場合に成果を得た。また、同変局所コホモロ

ジーについて基礎的研究をし、Matlis 双対性、局所双対性の同変版を得た。また、素イデアル、
準素イデアルの同変版を定義し、準素分解の存在と一意性の同変版を得た。また、

Matijevic-Roberts 型定理を各種の正標数の特異点に拡張することに成功した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
When a group scheme  G  acts on a commutative rig,  we consider the problem, if the 
result of closure operations on  G-ideals again a G-ideal.  We get some results in special 
cases.  We also studied basics on equivariant local cohomology, and obtained the 
equivariant versions of Matlis and the local duality.  We also defined the equivariant 
versions of prime and primary ideals, and obtained the equivariant versions of the 
existence and the uniqueness of the primary decomposition.  We also succeeded in proving 
the Matijevic-Roberts type theorems on singularities in positive characteristic. 
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１．研究開始当初の背景  
群スキーム G の可換環への作用が与えられ

たときに、 G イデアルに根基、整閉包、密
着閉包などの閉包操作をほどこして再び G 
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イデアルになるか、という問題は当時全く考
えられていなかった。G が抽象群の場合には
類似の問題はほとんどトリビアルであり、問
題にならないからである。しかしながら、重
要な特別な場合である、H が（有限生成）ア
ーベル群のときに、H 次数付き環の斉次イデ
アルに各種操作を施して、再び斉次イデアル
になるか、という問いは考えられていたよう
ではある。 
 
２．研究の目的 
群スキーム G の可換環への作用が与えられ
たときに、G イデアルが、根基、整閉包、密
着閉包などの各種操作で再び G イデアルに
なるか、という問題を解決することが研究の
目的であった。 
 
３．研究の方法 
研究組織内での討論のほか、主に代表者が国
内外の研究集会に参加して、情報収集をする
とともに、研究発表を行って、専門家からの
ご意見を頂いた。また、随時出版される図書
を購入し、本研究のレベル維持に努めた。ま
た、大学院生に資料整理のお手伝いをしても
らい、資料の活用度を上げた。 
 
４．研究成果 
（１）閉包操作による G イデアルの振る舞

いについて、G が順滑であれば G イ
デアルの根基も G イデアルになるこ
とを証明した。整閉包についても同様
になることも証明した。G がさらに連
結ファイバーを持つ場合には、G イデ
アルの随伴素因子はすべて G イデア
ルになることも証明した。 

（２）G 素イデアル、G 準素イデアルの概念
を得て、素イデアル、準素イデアルに
ついて良く知られたことがらをこの
場合に一般化して示した。特に、準素
イデアル分解の存在と一意性の類似
の証明を行った。 

（３）同変局所コホモロジーに定義を与え、
その基礎理論を整備し、通常の局所コ
ホモロジーの Matlis 双対性、局所双
対性の同変版を完成した。応用として、
線型簡約群の作用による幾何学的商
について、Cohen-Macaulay 性が保た
れることを証明した。 

（４）次数付き環の環論的性質に関する 
Matijevic-Roberts 型の定理につい
て、この定理が成り立つための十分条
件をひとつ与えた。これにより、正標
数のいくつかの環論的性質、たとえば
F 正則性、 F 有理性、F 純性、
Cohen-Macaulay かつ F 単射的などの
性質については、Matijevic-Roberts 
型定理が成り立つことが示された。 

（５）正標数の代数的閉体上の簡約群 G が
多項式環 S に線型に作用し、S が G 
加群として S. Donkin の意味で良い
フィルター付けを持つとする。このと
き、不変式環 S^G が強 F 正則である
ことはかねてから知られていたが、今
回新たに、G の極大ユニポテント部分
群 U について、S^U が F 純であるこ
とが示された。 
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